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正誤表（プログラム確定後の演題の追加・取消   2008.7.25） 
 

p.5：「A 会場 特別セッション 好みの計量」において，6 番目の演題として 

    6. ネットワーク図によるデータ可視化システムの開発 佐藤邦宏（日経リサーチ） 

   を追加． 

 

p.7：「D 会場 一般セッション 多変量解析」において，5 番目の演題を以下のように変更． 

  （変更前）5. 条件付共分散行列による因果のモデル化とベイズ推定  

繁桝算男（東京大学） 

（変更後）5. グラフィカルモデリングによる産学連携構造の分析 

孫 媛（国立情報学研究所） 井上俊哉（東京家政大学） 

 

以上 




